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平成 19年６月に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、各

教育委員会においては、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況について点検・評価を行

い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに公表することが規定されました。 

  この報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果して

いくために、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26条の規定に基づき、令和

４年度の教育委員会の点検及び評価を行い、報告するものです。 

 

 

 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

 第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任

された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

 ２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 
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１．はじめに 

教育委員会では、令和４年度東温市教育基本方針において基本理念を『心豊かに学びあ

う文化創造のまち「東温」を目指して、保育・幼児教育と学校教育の連携・推進をはじめ、

青少年の健全育成、生涯学習の振興、体育・スポーツ活動の充実や地域文化活動の保存・

発展を図ることにより、人権意識に根ざした健全で主体的な市民の育成に努める。』と定

め、重点目標として、以下の 17項目を掲げて取り組みました。 

 

（１） 子育て環境の充実 

（２） 就学前教育・保育の充実 

（３） 社会総がかりで取り組む教育の推進 

（４） 安全・安心な教育環境の整備 

（５） 確かな学力を育てる教育の推進 

（６） 豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進 

（７） 特別支援教育の充実 

（８） 教職員の資質・能力の向上 

（９） 学校給食の充実と食育の推進 

（10） いじめ・不登校等への組織的対応 

（11） 地域ぐるみで取り組む青少年健全育成活動の推進 

（12） 学び合い高め合う生涯学習の推進 

（13） 市民の全てが実践する人権教育の推進 

（14） 読書活動の推進と図書館利用の促進 

（15） 地域コミュニティの醸成 

（16） 地域文化の継承・発展と文化財の保存・活用 

（17） スポーツ活動の充実・促進 

 

２．点検・評価の対象 

点検・評価の対象は、上記重点目標を実現するために、令和４年度に取り組んだ重点施

策のうち、主な事業について評価を行いました。 

 

３．点検・評価の方法 

（１）点検・評価に当たっては、事業の実施状況及び成果を明らかにするとともに自己評価

を行いました。 

（２）点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験等を有する方からご意見、

ご助言をいただきました。ご意見等をいただいた方々は次のとおりです。 

    

   現東温市ＰＴＡ連合会会長・社会教育委員副委員長  渡部 康彦 

   元重信中学校校長  近藤 結香  
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４．点検・評価結果の構成 

（１）対象事業 

重点施策に基づき実施した主な事業について、事業名と決算額を掲載しています。 

（２）事業の実施状況 

点検・評価対象事業の実施状況（概要）を記載しています。 

（３）評価 

事業を評価基準に基づき点数評価を行い、自己評価を行っています。 

（４）評価基準 

５：予想を大きく上回る成果が得られた。 

４：想定以上に成果が得られた。 

３：想定どおりの成果が得られた。 

２：成果は得られたが、改善の必要がある。 

１：成果は得られず、見直しの必要がある。 

（５）学識経験者意見 

教育に関し学識経験等を有する方からいただいたご意見、ご助言を掲載しています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検・評価結果 
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重点施策 １ 子育て環境の充実               【保育幼稚園課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 放課後児童クラ

ブ事業の推進 

（決算額：96,052千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内全ての小学校区に放課後児童ク

ラブを設置できており、市民サービス

の平準化が図られています。 

北吉井放課後児童クラブについて

は、令和３年４月１日から北吉井はな

みずき組を開設し、北吉井校区の児童

受け入れを行っています。 

支援員については、市主催の研修会

（２回）への参加、発達等の専門家に

よる巡回指導事業の実施により質の確

保に努めています。 

 

〔登録児童数〕       （単位：人） 

クラブ名 令和3年度 令和4年度 

北 吉 井 は な み ず き 組 87 80 

北吉 井あ おい 組 81 81 

南吉 井す みれ 組 88 79 

南 吉 井 た ん ぽ ぽ 組 110 118 

拝志ひまわりクラ ブ 31 26 

川上くすのき児童クラブ 78 78 

上林ささゆりクラ ブ 14  8 

東谷さくら児童クラブ 6 7 

西谷みどり児童クラブ 10 10 

合 計 505 487 

※長期のみ登録児童含む。 

 

 

３ 

 

北吉井放課後児童

クラブについては、北

吉井はなみずき組を

新設したことで、待機

児童が発生すること

なく希望者全員の受

入れができており、子

育て世帯の不安解消

につながりました。 

なお、北吉井はなみ

ずき組は、利用児童数

が多い状況であった

ため、保護者会等と協

議を行い、令和４年度

から北吉井あおい組

とのクラス分け調整

を行い、適正な施設の

利用に努めました。 

各クラブの代表者

が定期的に集まり、課

題等を協議し、感染症

対策や統一的なルー

ル作りに努め、保育の

質の向上を図ること

ができました。 
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 〔支援員数〕    （単位：人） 

クラブ名 令和３年度 令和4年度 

北吉井はなみずき組 7 8 

北吉 井あ おい 組 5 6 

南吉 井す みれ 組 13 13 

南 吉 井 た ん ぽ ぽ 組 12 12 

拝志ひまわりクラ ブ 7 8 

川上くすのき児童クラブ 10 10 

上林ささゆりクラ ブ 3 3 

東谷さくら児童クラブ 4 4 

西谷みどり児童クラブ 4 3 

合 計 65 67 

  

  

(2) 児童相談事業の

推進 

（子ども家庭総合支援

拠点の設置） 

（決算額：4,940千円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て相談窓口に、令和４年度から、

子ども家庭総合支援拠点を設置し、業

務を兼ねています。 

設置されたことで、常勤職員が配置

され、支援や見守りが必要な家庭等に

対して、きめ細かな継続した支援を行

っています。 

また、既存の関係機関や児童相談所

等との総合調整役としての役割も担っ

ており、更なる連携強化が図られてい

ます。 

関係機関の連携については、要保護

児童対策地域協議会実務者会議等を通

じて、要保護児童等への援助について、

協議・調整を行っています。 

 
〔対応状況〕         (単位：件) 

対 応 令和3年度 令和4年度 

訪 問 件 数 157 183 

相 談 件 数 403 415 

ケース会議件数 24 27 
 

 

４ 

要保護児童や要支

援児童について、要保

護児童対策地域協議

会実務者会議で、学校

や幼稚園、保育所等と

情報共有を図り、円滑

な会の運営に努めま

した。 

困難事例の対応に

ついては、頻回に個別

のケース会議を開催

し、支援方法等の協

議・調整を行ったこと

で重症化の未然防止

につながっています。 

 相談員の対応状況

は、相談件数・訪問件

数、ケース会議の回数

も増加しており、子育

てに問題を抱えてい

る家庭へのきめ細か

な支援につなげるこ

とができました。 
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【学識経験者意見】 

 放課後児童クラブへの待機児童が全国で１万 5000 人以上いる中で、希望者全員の受け入れ

ができていることは、本市が子育て環境の充実に重点的に取り組んでいる成果と言えます。ま

た、利用児童数が多い北吉井地区の二つの児童クラブにおいて保護者会等との協議により調整

を行ったことや、市内各クラブの代表者が定期的に集まり、運営等について統一的なルール作

りを行い共通理解を図ったことは、就労家庭等の保護者が受ける市民サービスの平準化につな

がったと考えます。今後も各クラブ間での情報交換の場が確保されることを期待します。 

 令和４年度から子ども相談窓口が子ども家庭総合支援の拠点となり、常勤職員が配置された

ことで家庭を支援する体制が充実したと考えます。支援や見守りの必要な家庭は、相談員との

人間関係の中で信頼して相談をすることができますが、常勤職員が相談を抱え込むことがない

よう組織としての適切な情報共有と支援を行うことが大切です。 

 子どもを預かっている学校や保育園等は、配慮や支援を必要とする各家庭の事情に踏み込め

ない現状があります。要保護児童対策地域協議会実務者会議では情報共有とともに、関係機関

のもつそれぞれの強みを生かして、個々の子どもたちの望ましい支援につながるような協議を

期待します。 
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重点施策 ２ 就学前教育・保育の充実            【保育幼稚園課】 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 教育・保育必要量

確保のための体制整

備 

（認定こども園運営事業） 

(決算額：16,815千円) 

保育ニーズの多様化による近年の

保育需要増加に対して、北吉井幼稚園

を「認定こども園北吉井幼稚園」とし

て運営を行いました。 

①施設名称 

東温市立認定こども園北吉井幼稚園 

②施設類型 

幼稚園型認定こども園 

③利用定員 

150人（1号：90人、2号：60人） 

④利用者数（R4.5.1現在） 

101人（1号：72人、2号：29人） 

⑤受入年齢 

３歳児、４歳児、５歳児 

（※年度途中で満３歳に達する者は含まない。） 

⑥事業内容 

・学校教育法に規定する幼児に対す

る教育 

・児童福祉法に規定する乳幼児に対

する保育 

・子育て支援事業（子育て相談業務、

一時預かり事業など） 

⑦幼稚園との違い 

・開園日及び開園時間の拡大（保育

所部分は平日 19 時まで、土曜保

育あり） 

・長期休業中の預かり保育利用園児

(幼稚園分)に対する給食提供あ

り   

⑧保育料等 

・幼児教育、保育の無償化により保

育料は無料 

・延長保育料、預かり保育料、給食

費、教材費、入園用品代等につい

ては保護者の実費負担 

 

４ 

 

北吉井地区の児童

数増加と保育需要の

増加に対応するた

め、新たに保育認定

（定員 60名）の利用

枠を確保し、実質 29

人を受け入れするこ

とにより、待機児童

は発生しておりませ

ん。 

 また、年度途中に

教育認定（１号）から

保育認定（２号）へ変

更となった者（９人）

が転園することな

く、同園での切り替

えが可能となり、利

便性の向上が図られ

ました。 
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(2) 施設型給付・地域

型保育給付の適正実

施 

(決算額：333,649千円) 

 

【子どものための教育・保育給付費】 

子ども・子育て支援法に基づき、認

定こども園、新制度移行幼稚園、保育

所等を利用する子どもの教育・保育に

要する費用を子どもの保護者の法定

代理として施設への給付を行いまし

た。 

① 対象施設 

 私立保育所      3園 

 公立保育所等（市外） 9園 

 小規模保育事業所等  10園 

 認定こども園      9園 

 私立幼稚園      4園 

②給付額 

公定価格 － 利用者負担額 

 

【保育士等処遇改善臨時特例事業】 

保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時

特例事業に基づき、保育士等の処遇改

善のため、民間の市内認可保育施設に

対して、令和４年２月から令和４年９

月までの間、保育士等の収入を３％程

度引き上げるための補助を行いまし

た。令和４年 10 月以降は子どものた

めの教育・保育給付費の公定価格内に

おいて、「処遇改善等加算Ⅲ」として

加算項目に加えられ、当該事業と同水

準の補助がなされております。 

①対象施設 

認定こども園      1園 

小規模保育事業所   5園 

②処遇改善額 

 1人あたり収入の 3％ 

（月額 9,000円程度） 

③施設への補助額 

補助基準額(国基準) × R４年齢別

平均利用児童数×事業実施月数 

 

３ 

教育・保育給付につ

いては、当該費用を施

設へ適正に給付する

ことにより、子育て世

帯への支援が図られ

ました。 

保育士等処遇改善

臨時特例事業につい

ては、市内全ての私立

認可保育施設に対し、

保育士等の収入引き

上げのための補助金

を交付することによ

り、保育現場の処遇改

善を図ることができ

ました。 
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(3) 物価高騰に対する

保育施設への補助 

（私立保育施設物価高

騰対策応援給付金支給

事業） 

(決算額：2,470千円) 

コロナ禍の影響による食材、電気料

金及びガス料金の高騰など厳しい情

勢が続く中、市内の私立保育施設にお

いて従来と変わりない充実した保育

業務が行えるよう、園児数に応じた応

援給付金を支給しました。 

①対象施設 

10施設（認定こども園、小規模保育、

認可外） 

②給付金額 

園児１人当たり 10,000円 

③申請期間 

R4.12.1～R4.12.28 

④案内方法 

対象施設に個別に案内分を送付 

⑤実績金額 

10,000円×247人＝2,470,000円 

・ひかり認定こども園【720千円】 

・キッズパオ東温あおぞら園【130千円】 

・スポキッズなかよし園【190千円】 

・よつば保育園【190千円】 

・きらり園【190千円】 

・ささゆり保育園【120千円】 

・東温保育園【60千円】 

・むぎの穂保育園【140千円】 

・あいあいキッズ【650千円】 

・くるみ保育園【80千円】 

⑥アンケート結果 

事業：良かった（100％） 

金額：適当（90％）低い（10％） 

方法：簡単（90％）適当（10％） 

 

 

４ 

 

物価高騰で困難な

運営を強いられてい

る私立保育施設に対

して、応援給付金を迅

速に簡便な方法で支

給できました。運営経

費に充てることで、従

来と変わらない保育

の提供が行えました。 
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【学識経験者意見】 

北吉井幼稚園がもっていた幼稚園運営のスキルや知的財産を生かしながら、認定子ども園の

機能を取り入れた「認定子ども園北吉井幼稚園」が運営されていることは、地域の保護者が個々

のニーズに応じて就学前教育や保育を選択できる場が広がっており、子育て環境の整備と合わ

せて大きな成果をあげていると考えます。園の運営にあたっては、1号と２号の子どもの指導

や支援についてカリキュラム等の違いがありますが、それぞれの立場で教育や保育にあたる教

職員が研修を深め、共通理解を図っていく必要があります。教育委員会は従来から幼・保の人

事交流を行っていますが、二つの役割が混在する園においては特に、人事配置について更なる

配慮をお願いしたいところです。 

 保育士の処遇改善額が厚生労働省の定めている基準になったことは、保育士がやりがいをも

って働くことができる環境づくりにつながったと言えます。小さな子どもたちの命を預かる職

業として苦労が多い中でも、保育士が職責を果たしていくためには処遇改善は欠かせません。

今後も国の動向を踏まえた対応をお願いします。 
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重点施策 ３ 社会総がかりで取り組む教育の推進        【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 学校評価の効果

的な活用と公表 

(決算額：― 千円) 

学校教育法第 42条に基づき、学校

の教育活動や学校運営について学校

関係者が評価を行い、必要な支援、改

善等を図り、教育水準を高める必要が

あるため、全ての幼稚園、小・中学校

において学校評価を実施しました。 

 また、学校評価報告会を小・中学校

は２月 15日に開催し、各学校の課題

と成果について意見交換を行うとと

もに、評価内容、評価方法等について

検討を行いました。 

なお、評価結果は各学校のホームペ

ージで公表しています。 

 

〔学校評価実施状況〕 

学校等名 実 施 日 

北 吉 井 小 学 校 
令和 4 年 5 月12日 

令和 5 年 2 月 6 日 

南 吉 井 小 学 校 令和 5 年 1 月13日 

拝志小学校 令和 5 年 1 月20日 

上林小学校 
令和 4 年 6 月 3 日 

令和 5 年 2 月 1 日 

川上小学校 
令和 4 年 4 月28日 

令和 5 年 3 月 7 日 

東谷小学校 令和 5 年 1 月27日 

西谷小学校 

令和 4 年 6 月28日 

令和 4 年12月20日 

令和 5 年 3 月14日 

重信中学校 
令和 4 年 5 月17日 

令和 5 年 1 月27日 

川内中学校 
令和 4 年 5 月 9 日 

令和 5 年 2 月10日 

 

３ 

学校評価を確実に行

うことで、各幼稚園、

小・中学校として、現

在、重点的に取り組む

べきことは何かという

課題を把握し、学校全

体として教育活動の充

実・改善に取り組み、学

校運営についても組織

的、継続的な改善を図

ることができました。 

また、学校運営協議

会の中に学校関係者評

価委員会を位置付けて

いる学校もあり、学校

運営の状況や児童生徒

等の様子について保護

者、地域の代表者等と

の十分な意見交換を行

い、「地域に開かれた学

校」「地域と共にある学

校」を目指して努力し

ています。 

今後も、評価の結果

を保護者や地域住民に

ホームページや学校便

りで広くかつ丁寧に周

知し、コミュニティ・ス

クール（学校運営協議

会）の取組を通して、保

護者、地域の代表者等

の学校運営への参画を

促進していくことが必

要であると考えます。 
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重信幼稚園 
令和 4 年 6 月23日 

令和 5 年 2 月13日 

北 吉 井 幼 稚 園 
令和 4 年 6 月23日 

令和 5 年 2 月14日 

川上幼稚園 
令和 4 年 7 月 5 日 

令和 5 年 2 月17日 

東谷幼稚園 
令和 4 年 6 月27日 

令和 5 年 2 月22日 

西谷幼稚園 
令和 4 年 6 月28日 

令和 5 年 2 月27日 
 

【学識経験者意見】 

学校は多くの複雑な教育課題に直面しており、年々その解決は学校だけの自助努力では難し

くなっています。学校運営に地域の方々の力を借りることにより学校の課題を共有し、より良

い学校づくりを進めることができるという点や、様々な地域の方々との出会いにより、子ども

たちが地域に愛着を感じていくという点からも、コミュニティ・スクールの充実を図っている

ことは教育施策として高く評価できます。実施や運営にあたっては、学校運営協議会の中に学

校関係者評価委員会を位置付けている学校もあるとのことですが、既存の組織をうまく活用し

て学校運営協議会を運営し、学校組織が肥大したり複雑になったりしないよう工夫をしてほし

いと思います。 

本市は学校関係者評価委員会の開催等、学校運営の改善と充実について従来から教育委員会

のリーダーシップが発揮されています。しかし、現在、各学校がホームページ上で公表してい

る学校評価結果の掲載箇所がわかりにくいところもあります。各学校の取組が地域住民にもよ

り丁寧に周知できるように、掲載の工夫が必要と考えます。 

 令和４年 12 月にスポーツ庁・文化庁から学校部活動の地域移行に向けて、学校と地域が協

働・融合した形での環境整備を進めるというガイドラインが示されました。国のガイドライン

に基づき本市のガイドラインを作成し、学校や地域の関係機関と協議等を行う等、移行に向け

た環境整備が今後の大きな課題と言えます。時機を得た地域への適切な情報提供も望まれま

す。 
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重点施策 ４ 安全・安心な教育環境の整備           【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 老朽施設等大規

模改修事業の推進 

（決算額：128,287千円） 

 

 

 

 

 

学校等施設長寿命化個別計画に基づ

く改修工事を実施するため、調査業務

及び実施設計業務を委託しました。 

また、屋内運動場照明改修による地

震対策、雨水排水設備改修によるグラ

ウンド整備のほか、教職員用駐車場の

舗装整備を行いました。 

〔令和４年度に実施した事業〕 

・北吉井小学校屋外プール長寿命化  

調査 

・南吉井小学校屋内運動場長寿命化調

査 

・拝志小学校屋内運動場長寿命化調査 

・川内中学校特別教室棟長寿命化調査 

・南吉井小学校屋外トイレ大規模改修

等工事実施設計委託業務 

・重信中学校中校舎長寿命化改修工事

実施設計委託業務 

・北吉井小学校駐車場舗装工事 

・北吉井小学校屋内運動場照明設備改

修工事 

・川上小学校屋内運動場照明設備改修

工事 

・西谷小学校屋内運動場照明設備改修

工事 

・重信中学校雨水排水設備整備工事 

  

 

３ 

 当初予定どおり調

査・設計委託業務及び

防災機能強化や屋外

環境改善等の改修工

事が完了しました。 

 今後も、児童生徒の

安全・安心な教育環境

を確保するため、計画

的に老朽施設の長寿

命化改修等を進めま

す。 
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(2) 通学路における

安全教育の推進と

環境整備 

(決算額：  ― 千円) 

 

交通安全、防犯及び防災等の観点か

ら、小・中学校の通学路において安全

点検を実施し、安全対策が必要な箇所

については、転落防止柵の設置、減速

を促す路面標示や横断歩道の修復など

の対応を、関係機関と連携して行いま

した。 

 

 

３ 

 通学路の安全対策

において、学校、警察

及び道路管理者等と

連携を図ることで、通

学路の現状と課題を

認識し対策を講じる

など、安全・安心な登

下校の環境を整備す

ることができました。 

 

(3) 教職員の防災士

資格取得及び活用 

(決算額：  104千円) 

 

 市内小中学校の防災力の向上を図る

ため、県主催の防災士養成講座を活用

し、９名の教職員が防災士資格を取得

しました。 

 

 

 

３ 

 防災士としての知

識及び技能を活用し

た防災教育を実施す

るとともに、災害時に

おいて円滑に学校運

営ができる体制を強

化するなど、学校にお

ける防災力の向上を

図ることができまし

た。 

【学識経験者意見】 

 児童生徒の安心・安全な教育環境の確保は、何よりの優先施策です。そのために多くの予算

を計上して計画的に老朽施設等大規模改修事業が実施できており、令和４年度も子どもたちが

安心して楽しい学校生活を送れることができたと思います。教職員用駐車場の舗装が今回整っ

たことで、雨天時の校内移動が安全になったとの声があります。子どもたちだけでなく、教職

員の安全確保にも配慮できています。 

 教職員の防災士資格取得のための費用を教育委員会が負担し、計画的に資格保持者を増やし

ていることは、学校だけでなく地域における防災力の向上につながっていると考えます。南海

トラフ大地震を始め予期しない災害にも対応できる力を子どもたちが身に付けるために、資格

者がもつ知識やスキルを広めていく場が増えていくことを期待します。 
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重点施策 ５ 確かな学力を育てる教育の推進          【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 全国学力・学習

状況調査の実施と

有効活用 

(決算額： ― 千円) 

 

 全国学力・学習状況調査は小学校６

年生及び中学校３年生を対象に実施

しました。東温市小中学校の児童生徒

の学力の現状を分析・把握し、校長会

で周知するとともに、市のホームペー

ジに公開しました。愛媛県学力診断調

査は、愛媛県が独自開発したえひめＩ

ＣＴ学習支援システム（ＥＩＬＳ）を

活用し１人１台端末を用いて実施し

ました。また、チャレンジテスト、標

準学力検査ＮＲＴ等の結果をもとに、

学力向上推進委員会で今後の学力向

上に向けた取組について協議を行い、

市独自の「家庭学習の手引き」を発行

するなど、確かな学力の定着に努めま

した。 

 

３ 

学力向上推進主任を

中心に、各学校の学力

向上推進計画を全国学

力・学習状況調査、愛媛

県学力診断調査、チャ

レンジテスト、標準学

力検査ＮＲＴ等の結果

をもとに、見直しを行

い、各校の課題を基に

具体的な方策を考え実

践することにより、児

童生徒の学習意欲や学

び方の向上につなげる

ことができました。 

(2) 小学校外国語

科、外国語活動の

指導充実 

(決算額：  6,841千円) 

 小学校３･４年生の外国語活動及び

小学校５･６年生の外国語科におい

て、市内全小学校３･４年生及び５年

生の授業に外国語活動支援員を３名、

６年生の授業に外国語指導助手（ＡＬ

Ｔ）を２名配置しました。 

 外国語活動及び外国語科の授業を

学級担任とともに各クラス年間３・４

年生は 35時間、５･６年生は 70時間

行いました。  

 

４ 

 

 

外国語活動支援員及

び外国語指導助手を配

置することにより、教

員の補助や指導力の向

上及び外国語活動の充

実を図ることができま

した。 

外国語の言語活動を

通じて児童が外国語に

慣れ親しむことがで

き、また、外国語を自ら

聞き取り、話すという

コミュニケーション力

を養うことができまし

た。 
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 (3)ＧＩＧＡスクー

ル構想に伴う積極

的なＩＣＴ機器の

活用 

(決算額：68,835千円) 

ＧＩＧＡスクール構想により導入

した１人１台端末及び校内通信ネッ

トワークを運用するとともに、教職員

の活用を支援するＩＣＴ支援員を配

置しました。 

また、１人１台端末を校内・校外で

安心して利用するため悪意のあるウ

ェブページ閲覧を制限するフィルタ

リングサービスを導入するとともに、

教育情報セキュリティポリシーを策

定し、教職員への研修を実施しまし

た。 

さらに、市内小学校の普通教室に電

子黒板（超ワイド画面のプロジェクタ

ー型電子黒板の設置及び映写対応ブ

ルーグレー黒板への貼替）を設置しま

した。 
 

学校名 設置数 

北吉井小 22 

南吉井小 19 

拝志小 6 

上林小 3 

川上小 14 

東谷小 4 

西谷小 3 

計 71 

 

４ 

ＧＩＧＡスクール構

想により導入した１人

１台端末を活用するた

めの周辺環境を整備し

ました。日常的にＩＣ

Ｔ機器に触れる機会が

広がったことで、児童

生徒の情報活用能力の

育成につながっていま

す。 

今後、ＧＩＧＡスク

ール構想を更に発展さ

せるため、教職員に対

し、情報モラルなどＩ

ＣＴを利用する上での

研修を行い、教職員の

ＩＣＴ活用指導力の向

上に努めます。 

【学識経験者意見】 

ＧＩＧＡスクール構想に伴い１人１台端末を活用した授業づくりが進む中、小学校の普通教

室にも電子黒板が設置されました。タブレットと連動させることにより、「主体的・対話的で深

い学び」につながる効果的な授業づくりが今まで以上に期待できると思います。家庭学習にお

いても端末の持ち帰りに対応ができており、子どもたちが置かれている家庭環境により学力差

が出ないような配慮がされています。 

社会全体のデジタル化・オンライン化、ＤＸ加速の中で、これからの学校教育を支える基本

的ツールとしてＩＣＴの活用は不可欠です。また、障がいをもつ子どもたちの学びにも、ＩＣ

Ｔの活用は有効です。令和４年度全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙調査には、ＰＣや

タブレットなどのＩＣＴの活用についての調査項目がありましたが、本市の子どもたちは小中
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ともに各項目で「全国平均を下回っていた」との結果が公表されています。教職員の負担にな

らないよう「スクラップ・アンド・ビルド」の観点から研修を精査して、教職員のＩＣＴに係

る研修を充実させ、学びのツールの一つとして児童生徒がＰＣやタブレットを活用できる力を

育成してほしいと思います。 

小学校外国語科・外国語活動の指導は原則学級担任が行うことになっており、英語の免許を

取得していない教員にとって、英語を話すことができる支援員や指導助手のサポートはたいへ

ん有難いところです。児童が授業を通して外国語を学ぶ楽しさに気付き、中学校での英語学習

につながるよう、学校への支援を更に充実させてほしいと考えます。 
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重点施策 ６ 豊かな心、健やかな体を育てる教育の推進     【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 坊っちゃん劇場

アウトリーチ事業 

 (決算額： 408千円) 

 

 

 坊っちゃん劇場の俳優が小中学校へ出

向き、学習発表会の表現指導や演技指導を

行うなど、各学校のニーズに応じた事業を

展開しました。 
 

学校名 指導内容 
回数 

(年間) 

北吉井小 ダンスクラブの指導 10 

南吉井小 ワークショップ 2 

拝志小 演技指導 4 

上林小 演技指導 3 

川上小 発表会用表現指導 6 

東谷小 学習発表会演技指導 3 

西谷小 発表会演技指導 2 

重信中 演劇部部員演技指導 7 

川内中 人権劇台本作り、演技指導 3 

 

３ 

 

 坊っちゃん劇場

との連携により、プ

ロの俳優を小中学

校へ講師として派

遣し、芸術文化など

に触れる機会の創

出によって、子ども

たちの感性や演技

力を育み、情操教育

を深めることがで

きました。 

 特に、中学校での

演劇部員への演技

指導は、人権講座で

の「人権劇」や文化

祭での発表におい

て取り入れられ、毎

回好評を得ており、

今後の活動に対す

る意欲の高まりに

もつながっていま

す。 
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(2) 特色ある学校づ

くり事業 

 (決算額：1,083千円) 

 

市内小・中学校において、地元住民の指

導による体験活動や地元企業での職場体

験など、地域の特性を活かした魅力的な体

験型ふるさと教育を実施しました。 

 
 

学校名 主な活動内容 

北吉井小 

障害のある人との交流を通して、

共に助け合いながら生活してい

く気持ちを育てる 

南吉井小 
環境問題について調べ、関心をも

つことで環境の大切さを学ぶ 

拝志小 
地域の方を講師に招き、ハンドメ

イド活動に取り組む 

上林小 

地元の農家の方に指導を受け、稲

作について学習し、田植え・稲刈

り・餅つき等を通じて、交流を深め

る 

川上小 
戦争と平和について学習し、平和

を願い、折鶴を折る 

東谷小 

学校を花でいっぱいにする 

職場体験でお世話になった施設に

花を贈る 

西谷小 

国際理解教育の一環として、ALTの

母国であるドイツの料理などを作

る 

重信中 

東温市やその周辺の事業所の

方々から話を聞き、職業について

の知識を広げ、働くことの大切さ

を学ぶ 

川内中 

人権講座、環境・防災講座、国際

理解講座の中から自分たちのテ

ーマを決めて活動を行う 

 

３ 

 各学校が地域を

体験学習の場とす

ることで、地域資源

を活用し、地元住民

と連携することが

できたことは、児童

生徒にとって新し

い経験となること

はもちろん、地域に

関心を持つ契機に

なっています。 

 

 

 

 

(3) 緑の少年隊事業

の推進 

(決算額：  80千円) 

上林小学校と西谷小学校の緑の少年隊

が、緑化活動や奉仕活動に取り組み、活動

を通して緑の大切さを学ぶとともに、ボラ

ンテイア精神の向上に努めました。 

 

〔上林ささゆり緑の少年隊〕 

隊員数 17名（３～６年生） 

主な活動 

・地域の公園等のボランティア清掃 

・環境ポスターの製作・貼り替え 

・サツマイモ栽培、椎茸植菌体験など 

 

 

４ 

両地域の特性で

ある豊かな自然を

生かし、様々な体験

活動により、自然環

境の保護・保全に必

要な知識取得に効

果のある事業展開

ができています。 

清掃活動等にお

いても、学校・保護

者・地域が一体とな

って活動すること
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〔西谷みどりの少年隊〕 

隊員数 20名（４～６年生） 

主な活動 

・清掃活動 

・緑化活動（種まき、花の苗植え、水

やりなど） 

・田植え、稲刈り体験 

・サツマイモ栽培、竹炭焼き など 

 

により、子どもたち

のふるさとへの愛

着と豊かな感受性

を育むことができ

ました。 

(4) 東温市水泳記録

会、陸上記録会の

開催 

(決算額： 911千円) 

 

体育・スポーツの振興と児童の体力向上

を図るため、陸上記録会、水泳記録会を実

施し、大会参加に係る交通費の補助を行い

ました。 

〔市水泳記録会〕 

実施日 令和4年7月21日(木) 

場 所 川上小学校 

参加者 児童 98人 

〔市陸上記録会〕 

実施日 令和4年10月6日(木) 

場 所 ﾆﾝｼﾞﾆｱｽﾀｼﾞｱﾑ 

参加者 児童 368人 
 

 

３ 

水泳記録会や陸

上記録会を実施し、

記録に挑戦する場

を設けることで、児

童の競技に取り組

む意欲や関心を高

め、能力の育成や技

能・体力の向上に役

立ちました。 

また、学校間で

は、スポーツを通し

て児童の交流にも

つながりました。今

後も継続していき

たいと考えます。  

【学識経験者意見】 

坊っちゃん劇場アウトリーチ事業は子どもたちが俳優と直接関わることで、劇場だけでは得

ることができない情操を養う貴重な機会です。特色ある学校づくり事業も本物に触れる体験学

習の機会として、学校では欠かせません。継続的な施策として引き続きお願いしたいところで

す。 

 東温市水泳記録会、陸上記録会は児童の体力向上の目標となる機会であるとともに、６年生

にとっては、次年度から同じ中学校で学ぶ同級生との交流の場でもあります。また、陸上記録

会をニンジニアスタジアムを会場として開催することは、大きな会場での競技経験として子ど

もたちの自信にもつながります。運営にあたる学校の支援も継続してお願いします。 
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重点施策 ７ 特別支援教育の充実               【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 学校生活支援員

の適正な配置 

(決算額： 81,910千円) 

学校生活や学習面で配慮を要する

児童生徒の支援を行うために、37 人

の学校生活支援員を配置しました。 

〔配置状況〕 

学校名 
配置人数 

令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 

北 吉 井 小 学 校 8人 8人 

南 吉 井 小 学 校 8人 8人 

拝志小学校 3人 3人 

上林小学校 1人 1人 

川上小学校 6人 6人 

東谷小学校 1人 1人 

西谷小学校 2人 2人 

重信中学校 5人 5人 

川内中学校 4人 3人 

計 38人 37人 
 

 

４ 

各校の実情に応じ

て、児童生徒にきめ細

やかな支援ができるよ

う学校生活支援員の適

正な配置を行いまし

た。 

児童生徒が充実した

学校生活を送ることが

できるよう、引き続き

特別支援教育・個別生

活支援の充実を図りま

す。 

 

 

(2) 特別支援教育研

修会・講演会の開催 

（決算額： 90千円) 

 

 

 

保育所（園）、幼稚園、小・中学校

の教職員に加え、子育て支援・特別支

援教育関係者を対象とした研修会や

講演会を開催しました。 

〔開催実績〕 

研修会・講演会 実施回数 参加人数 

子育て支援研修会 3回 147人 

講演会 3回 100人 

生活支援員研修会 1回 42人 

計 7回 289人 
 

 

３ 

 特別支援教育研修

会・講演会では、教職員

等の資質向上を図るた

め、支援方法に関する

研修会を実施すること

で、幼児・児童・生徒一

人ひとりに応じた、き

め細やかな支援につな

がりました。 

 また、会場での参加

が難しい方のために、

令和３年度と同様にオ

ンラインによる参加を

実施し、より多くの方

の参加を得ました。 
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(3) 巡回相談・教育

相談事業の充実 

(決算額： 1,023千円) 

 巡回相談員が保育所(園)、幼稚園、

小・中学校を訪問し、望ましい指導方

法を教職員等と一緒に考えるなど、支

援体制の整備及び充実を図りました。 

〔巡回相談実施状況〕 

学 校 等 種 別 実施回数 相談人数 

保育所 26回 89人 

幼稚園 18回 48人 

小学校 18回 35人 

中学校 4回 4人 

計 66回 176人 

〔教育相談実施状況〕 

 実施日 相 談 人 数 

第１回 ７ 月 2 5 ,2 6,2 7, 2 8 日 45人 

第２回 
10 月 2 4， 2 5， 2 6 日 

1 1 月 9 日  
16人 

臨時他 4月20日 他 10人 

計 71人 
 

 

４ 

巡回相談は、専門的

な知識を持つ相談員が

教育現場を訪問し、教

職員等に子どもの理解

について、また保育所

や幼稚園においては就

学後を見据えた支援方

法等について、実践的

な指導、助言を行うこ

とで、配慮を要する幼

児・児童・生徒の適切な

支援につなぐことがで

きました。 

教育相談は、子ども

たちがより安心して学

校生活が送れるよう、

個に応じた適切な指

導、助言を行うことに

より、子どもたちのよ

り良い学校生活の形成

及び望ましい学びの場

の決定につなげるとと

もに面談を通して保護

者が持つ不安や悩みへ

の助言ができました。 

支援を要する児童生

徒の増加及び多様化し

ていることから、今後

においても、適切な教

育相談の体制づくりに

努めます。 
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【学識経験者意見】 

 配慮を要する児童生徒に細やかに支援を行うために、学校生活支援員が適正に配置されてい

ると思います。更に、一人一人の障がいや特性に応じて望ましい必要な支援を行うために、長

期休業中を活用するなどして、支援員の資質・能力向上のための研修の実施や充実に取り組ん

でいくことが必要です。 

 巡回相談・教育相談事業では、相談員が学校において対象児童生徒の授業や集団の中での活

動の様子から困り感を把握し、教員の支援に対して適切な助言を行っています。指導や助言の

内容を学校全体で共有し、全教職員が同一歩調で支援ができるように努めていく必要がありま

す。また、通常学級での授業においても板書や掲示などを工夫した「わかる授業」づくりに取

り組み、学校全体でインクルーシブ教育を推進してほしいと考えます。 
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重点施策 ８ 教職員の資質・能力の向上            【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 校務支援システ

ム、グループウェ

アの活用 

(決算額：  46,793千円) 

 

校務支援システム及びグループウ

ェアを円滑に運用することにより、教

職員の業務負担軽減を図りました。 

また、老朽化した校務用パソコンを

更新するとともに、セキュリティ強化

機器等の導入により、個人情報保護の

強化を図りました。 

項目 内容 

校務支援 

システム 

児童生徒名簿情報、出欠席

情報、成績情報等を電子化 

グループ 

ウェア 

行事予定、掲示板、メッセ

ージ、機能等を持った学校

グループウェア 

セキュリテ

ィ強化機器 

パスワード及び手のひら認

証による二要素認証、情報

の暗号化等 
 

 

３ 

校務支援システムの

運用により、成績情報の

管理をはじめ様々な業

務において教職員の負

担軽減と業務量の削減

につながっています。 

また、グループウェ

アの運用についても、

学校間及び学校と教育

委員会間の情報交換が

容易になり、教師の負

担軽減を図ることがで

きました。 

これらのシステムを

活用し、事務の効率化

を図ることにより、教

職員の働き方改革を推

進し、自己研鑽や研修

等に取り組むなど、教

職員の資質・能力の向

上につながっているも

のと考えます。 

【学識経験者意見】 

学校事務の共同実施やスクール・サポート・スタッフの配置により教員の負担が軽減され、

授業準備や子どもに関わる時間を生み出すことにつながっています。働き方改革と教職員の資

質・能力向上のための研修は相反するものと思われがちですが、教員本来の業務としての研修

は求められるものです。教職員が自身のスキルアップに向けて積極的に自己研鑽や研修に励

み、授業や生徒指導等で力を発揮できるよう、今後もゆとりが生み出せる施策や支援をお願い

します。 
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重点施策 ９ 学校給食の充実と食育の推進        【学校給食センター】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 特色ある給食の

提供と食育の推進 

(決算額：   81千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「ふれあいスクールランチコンテス

ト’22 IN 東温」（第５回目）を開催

しました。７組の応募があり、６組が

調理審査に参加しました。コンテスト

入賞メニュー（９品目）は栄養教諭が

学校給食用にアレンジし、２学期以降

の給食に取り入れました。 

 地場産物を活用したメニューや成

長期の子どもたちに必要な栄養をと

るための新メニューの開発を行った

り、全国各地の郷土料理や行事食のほ

か、愛媛 FC・FCレディースとのコラ

ボメニューを取り入れたりするなど、

学校給食の充実を図りました。 

 年 11回発行の給食だよりで、市内

生産者の紹介や農作物の生長の様子

を掲載するなど、地産地消の推進に取

り組みました。 

 給食放送等では、行事食の意義、地

産地消の推進、市内農産物を紹介した

り、愛媛 FCコラボメニューの日には、

選手からのメッセージ DVD 映像を配

信したりしました。 

 食を選択できる力を身に付けるこ

とを目的に、７月、12月にはセレクト

給食を実施しました。 

 ３月には小学校６年生、中学校３年

生から思い出に残る献立を募集して

提供する「リクエスト給食」を実施し

ました。 

・東温市環のまちづくりによる J-VER

売却益を活用し、東温市産紅ほっぺを

子どもたちに給食で提供しました。 

  

 

３ 

ふれあいスクールラ

ンチコンテストは、５

回目の開催となり、子

どもたちの食への関心

を高めることに寄与で

きました。 

郷土料理や行事食、

世界の料理を献立に取

り入れることで、多様

な食文化を伝えること

ができました。 

愛媛ＦＣ・ＦＣレデ

ィースとのコラボメニ

ューを実施すること

で、子どもたちが食と

健康について考えるき

っかけとすることがで

きました。 

また、J-VER売却益の

活用は東温市産の紅ほ

っぺの給食への提供の

一助となりました。 

今後も地域・家庭・学

校・行政等と連携し、給

食の食事内容の充実と

食育の推進に努めま

す。 
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(2) 地元企業と連携

した地産地消の推進

と農業振興 

(決算額：   5千円) 

 さくら市場給食部会との連携によ

り、給食への地場産物活用促進を図り

ました。また東温市産食材（ブロッコ

リー、にんじん、さといも、かぼちゃ、

さつまいも、ビーツ等）を冷凍加工や

高温高圧加工することで、通年で使用

できる食材を増やすことができまし

た。 

 年３回（各１週間）の地産地消推進

の期間には、市産農産物を積極的に活

用し、地場産物活用率は平成 22年度

以降県下１位を維持しています。 

 農林水産省の補助事業「地産地消コ

ーディネーター派遣事業」を実施し、

専門のコーディネーターを招聘し、市

内農業者・農業団体・行政担当者が更

なる学校給食の地産地消の進め方に

ついて協議しました。 

〔地場産物活用状況〕       

（令和４年度県内産使用率の県平均51.1％） 

〔地産地消コーディネーター派遣事業〕 

・実施日 令和４年12月21日 

・コーディネーター 金丸 弘美 

・参加人数  21名 

 令和３年度 令和４年度 

県内産 100.0％ 99.8％ 

(東温市産) (52.2％) (63.9％) 

４  さくら市場給食部会

員は高齢化が進み、会

員数の減少が懸念され

ますが、近年若い農業

者の参画も増え、出荷

品目、量ともに増えつ

つあります。 

また、加工業者との

連携により、市産農産

物の活用を更に進める

ことができました。 

令和４年度は農林水

産省補助事業を活用

し、コーディネーター

の招聘による地産地消

の最新情報の入手はも

とより、日頃交流の少

ない農業者、農業者団

体とも交流し、さくら

市場給食部会以外の食

材入手ルートの検討を

行うことができまし

た。 

今後も地産地消を更

に推進するべく、東温

市産食材の安定的な調

達方法を検討します。 

(3) アレルギー食対

応事業の推進 

(決算額： 7，322千円) 

 既設の特別調理室に必要となる備

品や器具等を購入設置し、５月からの

アレルギー食対応に向けて準備を行

いました。 

 専任の栄養士を会計年度任用職員

として採用し、アレルギー調理の対応

に万全を期しました。 

 対応するアレルギー食品の品目は

順次拡大することとして、令和４年度

 

４ 

従来から実施してい

る、牛乳の除去や代替

緑茶の提供、パンの除

去やご飯の代替などに

加えて、５月からは乳・

卵・種実等のアレルギ

ーを持つ児童生徒等に

対して除去食等の提供

を行うことができまし

た。 
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は対象者の多い「乳」「卵」「種実類」

の除去食、代替食提供を行いました。 

品 目 対象者 提供食数 

乳製品 5名 131食 

卵 8名 220食 

種実類 17名 568食 

合 計 30名 919食 

（R4.5月～R5.3月） 
 

 今後も食物アレルギ

ーの実態に即して対応

品目の拡充に努めま

す。 

【学識経験者意見】 

ふれあいスクールランチコンテスト、地場産物を取り入れたメニューの開発等、給食に対す

るいろいろな取り組みがなされていて、特徴のある給食事業が行われていると感じました。子

どもたちもメニューをリクエストできるので、楽しい給食になると思います。 

コーディネーターのアドバイスのもと、年々、地産地消の割合が高くなることは、素晴らし

いと思います。若い農業者の参画を増やす取組などにより、農業振興にも取り組んでいること

が、わかりました。引き続き継続していただきたいと思います。 

年々、アレルギーを持つ子どもは、増えていると思います。アレルギー反応による事故が起

きないよう、きめ細やかな対応が、必要だと思います。 

子どもたちにとって、食べることは、学ぶことと同様に、重要なことです。今後も試行錯誤

されながらも、更なる向上を期待いたします。 
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重点施策 10 いじめ・不登校等への組織的対応         【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 東温市いじめ防

止基本方針を踏ま

えたいじめ防止対

策の推進 

(決算額：  ―  千円) 

 

 「東温市いじめ防止等のための基本

方針」に基づき、関係者が連携を図り

ながら、いじめの未然防止、早期発見、

早期解決のための取組を総合的かつ

効果的に推進しました。 

  

〔不登校・いじめ認知の推移〕 

※不登校児童生徒数については、年間30

日以上の欠席者 

年 度 
不登校児

童生徒数 

い じ め 

認知件数 

平 成 3 0 年 度 28人 84件 

令 和 元 年 度 32人 66件 

令 和 ２ 年 度 42人 52件 

令 和 ３ 年 度 60人 40件 

令 和 ４ 年 度 77人 87件 

 

３ 

いじめを絶対に「許

さない」「見逃さない」

という共通認識のも

と、定期的なアンケー

トにより得た情報を全

教職員で共有しなが

ら、児童生徒の様子を

細やかに観察し、全体

や個に対する指導につ

なげることができまし

た。引き続き、いじめに

対しては、アンケート

などで積極的に認知

し、早期発見・解決に努

め、不登校については、

状況に応じて、関係機

関と連携しながら対応

していきます。  

(2) ハートなんでも

相談員の配置及び

活用 

 (決算額： 7,245千円) 

 

 

 

 小学校（大規模校）、川内中学校に

それぞれ１名及び重信中学校に２名

を配置し、いじめ・不登校などの悩み

を抱える児童生徒の支援に取り組み

ました。小規模校（小学校４校）への

対応として、スクール・ソーシャル・

ワーカーが各学校を訪問し、児童生

徒、保護者及び教職員への相談活動を

実施しました。 

〔相談件数〕 

学校名 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度 

北 吉 井 小 学 校 1,810件 2,104件 

南 吉 井 小 学 校 565件 341件 

川上小学校 268件 121件 

重信中学校 1,252件 2,442件 

川内中学校 1,575件 1,551件 
 

 

３ 

いじめや不登校など

の悩みを抱えていた

り、教室に行きづらい

傾向にある児童生徒へ

の対応として、きめ細

かい相談活動を行うこ

とにより、状況改善に

つなげることができま

した。 

今後も教室に行きづ

らい傾向にある児童生

徒の悩みや相談に丁寧

に応じることで、心に

寄り添い、心に届く支

援となるよう努めま

す。  
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(3) 適応指導教室の

設置及び活用 

 (決算額： 6,359千円) 

 

心理的要因等により登校できない

状態又は不登校傾向にある児童生徒

に対し、支援を行いました。児童生徒

や保護者からの相談について、各関係

機関との連携・調整を行いながら対応

をしました。 

〔利用状況〕 

 小学生 中学生 

相 談 2人 6人 

体 験 8人 6人 

入 室 5人 5人 

合 計 15人 17人 

〔相談実績〕 

小学生 9件 

中学生 12件 

合 計 21件 
 

 

３ 

児童生徒にとって、

適応指導教室が学校と

家庭以外の新しい居場

所となり、情緒の安定

や集団生活への適応に

向けた支援を行うこと

ができました。 

引き続き、関係機関

と連携を取りながら、

児童生徒が安心して過

ごすことができるよ

う、心理面のサポート

を行うと共に、最終的

に学校復帰が実現でき

るように支援に努めま

す。 

 

（4）魅力ある学校づ

くり調査研究事業

による不登校対策

の推進 

(決算額： ― 千円) 

 

「国立教育政策研究所」が令和４年

度まで取り組んでいた事業で、定期的

に児童生徒の実態を把握する意識調

査を実施し、その結果を基に、課題・

目標の設定、実践、点検、課題・目標

の見直しの PDCAサイクルを繰り返し

行う取組により、「授業づくり」や「集

団づくり」を通して不登校の未然防止

に努めました。 

 

３ 

新規不登校児童生徒

数の減少には直結しま

せんでしたが、中学１

年生については、新規

不登校生数が減少傾向

を示していることか

ら、小中連携による未

然防止の取組が広がっ

ていると思われます。 
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【学識経験者意見】 

いじめを積極的に認知し解決していくという姿勢が伺えます。実効性のあるアンケートによ

り、早期発見と解決への対応が見られます。 

 不登校児童生徒の人数が増加傾向にあるのが懸念されますが、各家庭の事情や教育に対する

考えが複雑化し、社会全体も学びの場が多様化しています。不登校児童生徒への対応は学校だ

けでは難しく、子どもを支援する関係機関等で情報共有を行い、それぞれの役割を決めて支援

にあたることが大切だと考えます。 

 県の事業を活用し、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置など、学校

で組織的対応ができるように取り組めています。また、市独自で予算を確保し、ハート何でも

相談員を置くなど、子どもを支援する様々な人的配置を行うことができています。しかし、市

雇用人員については配置が困難な場合もあり、人探し・人材確保が課題となっています。処遇

改善や採用時の業務内容の丁寧な説明も必要と考えます。 
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重点施策 11 地域ぐるみで取り組む青少年健全育成活動の推進  【学校教育課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 補導活動の充実

と有害環境対策の

推進 

 (決算額：   628千円) 

 

 市が委嘱した 64名の地域推薦や小

中学校の生徒指導主事等で構成する

補導委員により、年間を通して街頭補

導活動や不良図書回収などの環境浄

化活動を実施しました。 

 また、各校区の少年健全育成推進協

議会等関係団体と連携を図り、情報交

換を行いました。 

〔補導活動の状況〕 

 令和3年度 令和4年度 

年 間 補 導 回 数 23回 32回 

延 べ 活 動 人 数 178人 242人 

不 良 図 書 等 回 収 487冊 376冊 

内 訳 (不 良 図 書 ) 201冊 134冊 

 (一般図書 ) 227冊 126冊 

(ﾋﾞﾃﾞｵ・ＤＶＤ ) 59本 116本 

(そ の 他 ) 0部 0部 
 

 

３ 

 

青色防犯パトロール

カーによる見せる補導

活動を中心に行うこと

で青少年の不良・犯罪

行為を未然に防ぐこと

ができました。 

引き続き、関係機関

と連携しながら、意見

交換や情報共有を行

い、非行防止等に取り

組むことで、青少年の

健全育成活動を推進し

ていきます。 

(2) 教育相談活動の

充実 

(決算額： 2,411千円) 

 

中央公民館、川内公民館にそれぞれ

１名の教育相談員を配置し、いじめ、

非行等に関する相談を受け、内容に応

じて関係機関と連携を図り、適切な支

援に努め、相談活動を行いました。 

〔相談件数〕 

 令和3年度 令和4年度 

来所相談 3件 4件 

電話相談 2件 26件 

訪問相談 0件 6件 

メ ー ル 相 談 0件 0件 

計 5件 36件 
 

 

３ 

就学に不安や悩みを

抱えている児童生徒、

保護者の相談に乗るこ

とにより、不安をやわ

らげ、就学支援につな

げることができまし

た。 

引き続き、小・中学校

をはじめ関係機関や他

の相談窓口と連携する

など、教育相談室の周

知と共に児童生徒等が

相談しやすい環境づく

りに取り組みます。  
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【学識経験者意見】 

年間補導回数、補導延べ人数ともに、前年度と比べ増えています。パトロールの方法も工夫

が必要ですが、非行や犯罪を未然に防ぐため、各家庭の意識向上が必要だと思います。 

SNSなどによるいじめなどで、学校に行けない子どもたちが増えています。スマートフォン

は、今の時代には必要なアイテムですが、正しい使い方の再指導が必要であると思います。教

育相談は、子どもだけでなく、保護者も多くの悩みを抱えています。相談窓口の周知、また、

相談しやすい環境をつくらないといけないと感じました。 
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重点施策 12 学び合い高め合う生涯学習の推進         【生涯学習課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 家庭教育学級の

開催 

(決算額： 557千円) 

保護者が家庭教育に関する学習会や

交流を行い、その成果を家庭や地域に

還元することによって家庭の教育力の

向上を図るとともに、未来の東温市を

担う心豊かでたくましい子どもを育み

ました。 

〔各幼稚園〕 

学級数 開催回数 延べ参加者 

4 14回 184人 

 

〔各小学校〕 

学級数 開催回数 延べ参加者 

7 30回 1,156人 

 

〔各中学校〕 

学級数 開催回数 延べ参加者 

2 5回 666人 

  

 

３ 

令和４年度は幼稚園

４園、小学校７校、中学

校２校の計13学級で家

庭教育学級を開設しま

した。 

新型コロナ感染拡大

の影響が続く中、全体

の事業回数は約1.6倍、

延べ参加人数は約４倍

となるなど、各学級に

おいて身近な地域での

学びにより、親同士の

仲間づくりや子育てに

係る情報交換の場とな

りました。 

(2) 滑川野外活動研

修施設の有効活用 

(決算額： 1,379千円) 

  

市民等の健康増進及び青少年の健全

育成を図るため、社会教育施設として

「滑川野外活動施設」及び「滑川生活

改善センター」を設置し適切な管理を

行いました。 

 

利用回数 利用人数 

933回 延べ4,049人 
 

 

３ 

滑川野外活動施設及

び滑川生活改善センタ

ーを社会教育施設とし

て一括管理すること

で、一元的な維持管理

が可能となり、野外活

動や体験学習の活動場

所として利用者に良好

な活動環境を提供する

ことができました。 
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【学識経験者意見】 

社会環境が変化する中、学習会による保護者の交流が活発になることは、子どもたちの学校

生活に、いい影響が出ると思います。家庭教育力の向上によって、活動力のある子どもたちが、

増えていくことを期待します。 

滑川の自然を生かすいい事業だと思います。滑川野外活動施設をもっと市民に発信して様々

なイベントを開催してほしいと思います。 
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重点施策 13 市民の全てが実践する人権教育の推進       【生涯学習課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 研修会等の開催

実施 

(決算額：2,113千円内、

人権教育協議会補助金  

2,057千円） 

※含む(2)事業 

① 人権ゼミナール 

年 2回の人権ゼミナールを開催し

ました。第１回は中央公民館、第２

回は川内公民館で開催しました。 

〔第１回〕 

・令和４年６月 21日（火） 

・演題 

「命のバトンをつないでいくこと 

     ～幸せの種をまこう～」 

・講師 中村和憲 

 ・参加者数  72人 

〔第２回〕 

・令和４年９月 16日（金） 

 ・演題 

「思いを繋ぐ」 

・講師 石田伸一 

 ・参加者数  51人 

 

② 人権講座 

会場を中央公民館から川内公民館

に変更し参加人数を制限して実施し

ました。 

・令和４年８月 19日（金） 

・演題 

「福をどうぞ 

     ～生きる勇気運んだ三番叟～」 

・講師 辻本英一 

 ・参加者数  83人 

 

③ 人権を語る集い 

市民等並びに関係機関・各種団体

の参加のもと、人権講座と同じく川

内公民館に会場変更のうえ開催し、

併せて市内児童・生徒による人権啓

発作品ロビー展を実施しました。 

 

３ 

新型コロナウイルス

感染症の影響により縮

小開催や会場変更する

こともありましたが、

当初の予定どおりの事

業を実施することがで

きました。 

研修会では、実際に

差別の現実を学習する

ことで、参加者の理解

も深めることができま

した。 

今後も、様々な人権

問題の解決に向けた研

修会を実施すること

で、人権尊重のまちづ

くりをより一層、推進

します。 
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 ・令和４年 12月４日(日) 

 ・演題 

   「作品は息子のことば 

 ～発達障がいの我が子と歩んで～」 

 ・講師 石村嘉成・石村和徳 

 ・参加者数 121人 

(2) 人権啓発活動の

充実 

感染症に対する人権意識の啓発を

図るため、「感染症と人権」をテーマ

としたリーフレットを 4,000 部作成

しました。 

自身の悪意のない言動が人権侵害

につながることを理解し、より高い人

権意識を持ってもらえるよう、市内小

中学校の児童生徒及び各種団体、施設

等に広く配布しました。 

また、事業所等における人権・同和

教育の推進のため、人権擁護委員と連

携して市内４企業への訪問を実施し

ました。 

 

３ 

企業訪問では、実際

に現場に出向くこと

で、職場内の人権問題

や企業の社会的責任等

についてより具体的な

意見交換を行いまし

た。 

人権意識を高めるた

めには、今も根強く残

る人権・同和問題はも

ちろん、感染症や LGBTQ

＋などの新たな人権問

題をテーマとすること

で、幅広い広報啓発活

動を根気強く継続する

ことが不可欠です。 

今後も粘り強く市民

並びに市内事業者等へ

の人権啓発活動に取り

組みます。 

【学識経験者意見】 

人権教育は、今まで様々な研修会が行われてきましたが、未だに人権問題や差別はなくなり

ません。継続して、人権問題の研修会をしていくことが必要だと思います。また、参加者の人

数が、100人未満なのが気になります。開催日時などの工夫が、必要かもしれません。 

社会環境の変化で、人権意識も多様化していると思います。リーフレットの配布、意見交換、

根気強く活動していかなくてはいけないと思います。 
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重点施策 14 読書活動の推進と図書館利用の促進        【生涯学習課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 市立図書館資料

の充実とサービ

スの向上 

(決算額：33,132千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来館者数 95,410 人の内、貸出者数

は 60,809人で 12,277人増加し、貸出

冊数は 183,016 冊で 38,339 冊増加と

なりました。新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、座席数の制限等を

設けていましたが、令和３年度に比べ

て大きく増加しました。 

 

 

 図書館システムの更新を行い、「読

書記録帳」の導入及び広域利用者の利

用制限の一部緩和を実施しました。 

 また、学校図書館との連携で、図書

館支援員を１校あたり年間３回派遣

し、学校図書館の整備支援や授業・委

員会支援などを行いました。 

 

各種講座やイベント 

 ・天文講座     

 ・リサイクル市   

 ・夜のおまつり図書館 

 ・はじめての絵本講座 

 

年 度            貸出者数 貸出冊数 

令和２年度 48,628人 147,480冊 

令和３年度 48,532人 144,677冊 

令和４年度 60,809人 183,016冊 

 

４ 

 

 図書館システムの更

新を行い、自分の読書

履歴を見返すことので

きる「読書記録帳サー

ビス」を導入し、市民

の読書意欲の向上と図

書館の利用促進を図り

ました。 

 また、広域利用者に

おいて、最大貸出冊数

３冊を６冊に増やすな

どの利用制限緩和を実

施することにより、令

和３年度に比べ利用が

増加しました。 

 今後も利用者ニーズ

の高いベストセラーや

新刊図書を定期的に購

入するとともに、近隣

図書館からの資料借受

を行い、利用者への資

料提供サービスを実施

していきます。 

(2)移動図書館車の

活用 

(決算額： 369千円) 

 

訪問ステーションが１箇所増加し、

市内 76 箇所の訪問ステーション（一

般地区 66箇所、小学校・幼稚園 10箇

所）を月 2回巡回し、図書の貸出等を

行いました。 

年間巡回日数は291日で前年に比べ

46日増加しています。 

 

３ 

様々な理由により、

図書館に来館できない

方が、屋外の身近な場

所で図書館サービスが

受けることができるな

どの理由から、移動図

書館車への利用者ニー
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また、貸出者数は 4,140 人で、424

人増加し、貸出冊数も 12,751 冊と

1,140冊増加しました。 

 

 

 

年 度 貸出者数 貸出冊数 

令和 

２年度 

3,931人 12,533冊 

一日平均15人 一日平均49冊 

令和 

３年度 

3,716人 11,611冊 

一日平均15人 一日平均47冊 

令和 

４年度 

4,140人 12,751冊 

一日平均14人 一日平均44冊 

ズは、今後も高いと分

析しています。 

ただし、車載できる

資料数に制限があるた

め、よりニーズに沿っ

た図書の積み替え等を

行うなどのきめ細やか

な工夫が必要です。 

 今後も、地域住民の

多様化するニーズによ

り、移動図書館車の訪

問ステーションの配置

の見直しを検討しま

す。 

 

【学識経験者意見】 

図書館の来場者、貸出数も増えていて、市立図書館の取り組みに敬服します。また、イベン

トも充実していると思います。特に、新刊図書に対する対応が早くて親切です。引き続き、市

民が立ち寄りやすい図書館にしていただきたいと思います。 

図書館に行けない人にとって、移動図書館はありがたい事業だと思います。より多くの訪

問先の配置を検討していただき、市民に喜ばれる移動図書館になっていただきたいです。 
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重点施策 15 地域コミュニティの醸成             【生涯学習課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 学校・家庭・地

域連携推進事業 

(決算額： 3,897千円) 

※含む(2)事業 

次代を担う青少年の豊かな心と生

きる力を育み、心身ともに逞しい人間

として成長していくことができるよ

う、体験学習を中心とした放課後子ど

も教室及び土曜教育活動を実施しま

した。 

〔放課後子ども教室〕 

実施場所 開催内容 

北吉井小 27回実施 

（3教室に分けて実施） 

体を動かす（体操等） 

ものづくり（工作等） 

実験（ペットボトルロ

ケット等） 

川上小  13回実施 

拝志小  15回実施 

〔土曜教育活動〕 

講座名 対象等 

重信わんぱく広場 
重信地区の小学4～6年

生対象、年10回開催 

川内わんぱく広場 
川内地区の小学4～6年

生対象、年10回開催 

ジュニア体験塾 
市内中学生対象、年10

回開催 

 

〔地域学校協働活動〕 

地域学校協働活動は、幅広い地域住

民等の参画を得ながら地域全体で子

どもたちの学びや成長を支えるとと

もに、学校を核とした地域づくりを目

指すための活動で、令和３年度からは

市内の全小中学校において、見守り活

動や学校における環境整備（草刈り・

花づくり）、交流体験（田植え・しめ

縄づくり）など、多種多様な協働活動

を展開しました。 

 

 

３ 

放課後子ども教室は

従来実施していた北吉

井小・川上小に拝志小 

を加えることで、拡大

して実施することがで

きました。 

市の単独事業として

実施してきた中学生向

け講座「ジュニア体験

塾」を土曜教育活動に

取り込むことで小学生

向け、中学生向けの講

座を、学校・家庭・地域

連携推進事業として実

施することができまし

た。 

多様な体験学習がで

きる機会を多くの児

童・生徒に提供するこ

とができしました。 

今後も、地域と学校

の連携強化に努めなが

ら、子どもたちの健全

育成を全面的に支援し

ていきます。 
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 (2) 地域が持つ人

的資源の活用 

 

令和２年度から運用開始となった

協働活動サポーター制度ですが、令和

４年度末時点で 109 人の登録となり

ました。 

地域学校協働活動や土曜教育活動、

放課後子ども教室などの様々な事業

への協力を主な活動とすることで、地

域と学校が一体となって子どもたち

の学びや成長を支えました。 

 

３ 

協働活動サポーター

制度は、令和３年度と

比べ登録者は倍増とな

りましたが、登録のみ

で終わらず各種活動に

参画してもらえるよ

う、広報や周知をして

いくことが重要である

と認識しています。 

引き続き、地域が持

つ人的資源を発掘しな

がら、登録者数の増加

を図るべく制度の周知

啓発に努めます。 

 

【学識経験者意見】 

放課後子ども教室を増やしていただいたことで、昨年よりも多くの子どもが体験学習に参加

できてよかったと思います。子どもたちも、学校では学べない貴重な体験ができたのでは、な

いでしょうか。地域学校協働活動では、地域を大切にする気持ちが、将来、子どもたちに芽生

えてくると思います。 

協働サポーターの登録者が、活発に活動できる環境の構築、活動内容の明確化が、必要だと

思います。 
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重点施策 16 地域文化の継承・発展と文化財の保存・活用    【生涯学習課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) 歴史・民俗資料

の調査、収集、保

存、展示等の充実 

 (決算額： 564千円) 

  

新型コロナウイルス感染症の拡大

防止により団体の人数制限を行いま

したが、本館及び収蔵庫の入館者数は

令和３年度よりも増加しました。しか

し、収蔵庫の１日平均人数は減少傾向

になっています。 

  

年 度 入館者数 

令和３年度 

本館  1,374人 

開館日数  219日 

１日平均  6.3人 

収蔵庫   140人 

開館日数   46日 

１日平均  3.0人 

令和４年度 

本館  1,771人 

開館日数  273日 

１日平均  6.5人 

収蔵庫   151人 

開館日数   55日 

１日平均  2.7人 

常時、歴史民俗資料の収集に努めて

おり、現在の収蔵資料数（登録済）は、

約 15,500点（文書約 10,000点、民具

等約 5,500点）となっています。 

本館における展示では、常設展示、

企画展示（年３回）、ロビー展示（年

４回）を開催しました。 

〔常設展示〕 

  「東温市の歴史」 

  特に変更なし 

〔企画展示〕 

①「ＱＯＬと民具」 

②「ふるさとゆかりのあれこれ」 

③「年代別昭和カタログ」 

 

３ 

新型コロナウイルス

感染症の拡大防止によ

る団体利用者の制限を

行いましたが、入館者

数は令和３年度より増

加しています。一方で

収蔵庫の１日平均人数

が減少傾向であること

から、今後は積極的に

施設のＰＲ等を行い、

団体等の利用促進と市

民への周知を図る必要

があると感じました。 

今後も、来館者数の

回復を見込み、地域に

沿ったテーマによる企

画展示を実施するほ

か、収蔵庫での講座数

の拡大、デジタルアー

カイブの利用促進等に

より、子どもから大人

まで幅広い年齢層に愛

される資料館づくりを

目指します。 
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〔ロビー展示〕 

①「豪農の調度品小山家の漆器Ⅲ 

   漆器の中に収めたもの」 

②「がっこうゆかりのあれこれ」 

③「さかやゆかりのあれこれ」 

④「春のおでかけ」 

 

(2) 文化財・埋蔵文

化財の調査 

(決算額： 1,113千円) 

市内にある周知の埋蔵文化財包蔵

地において埋蔵文化財の試掘・確認調

査を４件（民間２件、公共０件）、県

教育委員会実施の試掘・確認調査の立

会１件実施しました。 

 

 

３ 

今後も周知の埋蔵文

化財包蔵地での調査結

果に伴う適切な見直し

を継続しながら、ホー

ムページ等で周知啓発

に努め、遺跡内での無

断開発防止に取り組ん

でいきます。 

【学識経験者意見】 

歴史資料の調査収集は、短期間ではできないので、展示内容の拡大は、難しいと思いますが、

資料の細分化で、テーマを決めて展示しては、どうでしょうか。農業に関しての歴史、本市の

工業についての移り変わりなど、写真も併せて展示していただくとわかりやすいと思います。 

埋蔵文化財の試掘は、計画通りにいかないと思いますが、遺跡、埋蔵品が出た場合の現地説

明会等の開催をホームページ等で周知していただきたいと思います。 
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重点施策 17 スポーツ活動の充実・促進            【生涯学習課】 

 

対象事業 事業の実施状況 評価 自己評価 

(1) スポーツ施設の

利活用の促進 

(決算額： 48,348千円) 

新型コロナウイルス感染症の影響

がありつつも、利用者数（指定管理者

分）は、173,783 人と、対前年比で

38,948人増加しました。 

 

〔体育施設（指定管理者分）〕 

 
令和 

2年度 

令和 

3年度 

令和 

4年度 

ツイン 

ドーム 

重信 

53,368 

人 

50,864 

人 

61,814 

人 

総合 

公園 

25,227 

人 

25,413 

人 

35,732 

人 

農林業者ト

レーニング 

センター 

20,807 

人 

34,668 

人 

43,599 

人 

川内 

体育 

センター 

34,236 

人 

23,890 

人 

32,638 

人 

合 計 
133,638 

人 
134,835 

人 
173,783 

人 
 

 

３ 

新型コロナウイルス

感染症の影響を受けな

がらも、感染症対策を

徹底することにより、

施設開放を続けたた

め、令和３年度より利

用者数が増加したと分

析しています。 

今後も引き続き感染

症対策を継続しなが

ら、スポーツ施設の利

活用促進を目指して取

り組みます。  

(2)愛媛プロスポー

ツ応援事業の推進 

(決算額：  331千円) 

コロナ禍においても、各団体と連携

しながら感染症対策を行い、安全なス

ポーツ観戦、地元チーム応援の機運醸

成を図りました。 

また、競技の楽しさや素晴らしさを

子どもたちに伝えるため、愛媛オレン

ジバイキングスによる学校訪問を実

施しました。 

〔愛媛FCホームゲーム・マッチシティ

「東温市の日」〕 

 令和３年度 令和４年度 

来場者数 1,827人 2,066人 

〔愛媛FCホームゲーム・マッチエリア

「松山広域の日」〕 

 令和３年度 令和４年度 

来場者数 1,289人 2,979人 

 

 

３ 

各団体と連携しなが

ら、東温市のアピール

及び特産物の販売を行

いました。 

また、新型コロナウ

イルス感染症の影響も

ありますが、昨年度よ

り多くの観戦者があり

ました。 

今後もスポーツを通

して選手と子どもたち

の交流を深め、愛媛県

のプロスポーツの振興

と市民のスポーツ意識

の向上を図ります。 
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〔愛媛MP・ホームゲーム 

「中予広域の日」〕 

 令和３年度 令和４年度 

来場者数 746人 864人 

〔愛媛OV・学校訪問〕 

・西谷小学校児童：29人（全校） 

・上林小学校児童：24人（全校） 

・北吉井小学校児童：85人（6年生） 

〔愛媛OV・東温市の日〕 

 ・観客動員数：903人 

       （令和4年度から） 

【学識経験者意見】 

東温市のスポーツ施設は、設備もよく充実していると思います。引き続きスポーツ備品の点

検、補充をしていただきたいと思います。 

プロスポーツを実際に見ることは、子どもたちの将来にとても影響を与えます。試合をもっ

と見に行こうと思う環境づくりに取り組んでいただき、そしてプロ選手との交流の場を広げて

いただきたいです。 

  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会活動報告 
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1  教育委員会組織  

委員等の就任状況                     （令和 5年 3月 31日現在） 

役   職 氏   名 任  期 

教育長 八 木    良 令和3年4月1日～令和6年3月31日 

委 員 

（教育長職務代理者） 
本 田  隆 彦 令和3年11月26日～令和7年11月25日 

委 員 水 岡  明 美 令和元年11月26日～令和5年11月25日 

委  員 大 西 正 志 令和2年11月26日～令和6年11月25日 

委 員 大 野 誠 司 令和4年11月26日～令和8年11月25日 

 

 2  教育委員会の会議等開催状況  

（令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日） 

区分 開催日 開催場所 協議事項 

定例 

 

 

4月 26日(火) 

9:00～10:20 

 

東温市役所 

 

（議案） 

・令和４年度東温市教育支援委員会委員の委嘱について 

・令和４年度東温市教育相談員の委嘱について 

・令和４年度東温市通級指導教室通級判定委員会委員の

委嘱について 

・令和４年度東温市特別支援連携協議会委員の委嘱につ

いて 

・令和４年度東温市結核対策委員会委員に委嘱について 

・令和４年度東温市学校運営協議会委員の任命について 

・東温市社会教育委員（兼公民館運営審議会委員）の委

嘱について 

・東温市スポーツ推進委員の委嘱について 

・東温市立図書館運営選書会委員の委嘱について 

・東温市立図書館協議会委員の委嘱について 

・東温市立歴史民俗資料館協議会委員の委嘱について 

・東温市内名勝調査委員会委員の委嘱について 

・令和４年度東温市学校給食センター運営委員の委嘱に

ついて 
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（報告） 

・東温市子ども家庭総合支援拠点設置運営要綱の制定に

ついて 

・東温市家庭児童相談員設置要綱の一部改正について 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 5月 24日(火) 

14:00～15:20 

 

東温市役所 

 

 

 

（議案） 

・東温市青少年問題等協議会委員の委嘱について 

・東温市青少年補導委員の委嘱について 

・東温市社会教育委員（兼公民館運営審議会委員）の委

嘱について 

・東温市学校・家庭・地域連携運営委員会委員の委嘱又

は任命について 

・東温市地域学校協働活動推進員の委嘱について 

・令和４年度東温市学校給食センター運営委員の委嘱に

ついて 

（報告） 

・令和４年度教育委員会学校訪問の日程について 

・北吉井小学校教室増築工事及び給食配膳室改築工事の

視察について 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 6月 29日(水) 

14:00～15:50 

東温市役所 （議案） 

・東温市教育委員会事務決裁規程の一部改正について 

・東温市立図書館読書記録帳取扱要綱の制定について 

・東温市社会教育委員（兼公民館運営審議会委員）の委

嘱について 

（報告） 

・東温市立幼稚園における満３歳児保育の拡充について 

・学校施設環境改善交付金事業に係る評価の実施につい

て 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 
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定例 7月 26日(火) 

9:00～10:15 

東温市役所 （議案） 

・令和４年度東温市学校運営協議会委員の解任について 

・令和４年度東温市学校運営協議会委員の任命について 

・令和４年度東温市学校給食等食物アレルギー対策検討

委員会委員の委嘱について 

・東温市学校・家庭・地域連携運営委員会委員の委嘱に

ついて 

（報告） 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 8月 23日(火) 

9:00～11:00 

東温市役所 （議案） 

・令和４年度（令和３年度対象）教育に関する事務の管

理及び執行の状況の点検及び評価について 

（報告） 

・「令和４年度全国学力・学習状況調査」東温市の調査

結果について 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 9月 27日(火) 

9:00～10:10 

東温市役所 （議案） 

・東温市青少年補導委員の委嘱について 

（報告） 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 10月 25日(火) 

9:00～10:00 

東温市役所 （報告） 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 11月 22日(火) 

9:00～10:30 

東温市役所 （報告） 

・「令和４年度 東温市立児童館運営委員会」の報告に

ついて 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 
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定例 12月 20日(火) 

9:00～10:45 

東温市役所 （議案） 

・東温市社会教育委員（兼公民館運営審議会委員）の委

嘱について 

・東温市立図書館協議会委員の委嘱について 

・東温市立歴史民俗資料館協議会委員の委嘱について 

（報告） 

・「東温市私立保育施設物価高騰対策応援給付金交付要

綱」の制定について 

・令和５年度市立保育所・幼稚園・認定こども園申込受

付状況について 

・東温市総合教育会議の開催について  

・東温市学校評価報告会の開催について 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 1月 24日(火) 

9:00～10:10 

東温市役所 （議案） 

・東温市学校・家庭・地域連携運営委員会委員の委嘱に

ついて 

（報告） 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

定例 2月 21日(火) 

9:00～10:35 

東温市役所 （報告） 

・令和５年度市立保育所･幼稚園･認定こども園の職員配

置見込について 

・令和５年度東温市教育基本方針における重点施策につ

いて 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 

臨時 3月 11日(土) 

9:00～9:50 

東温市役所 （議案） 

・令和４年度末教職員人事異動案件について 

・専門的教職員の派遣に関する同意及び派遣に関する協

定の締結について 

定例 3月 20日(月) 

9:00～11:45 

東温市役所 （議案） 

・令和５年度東温市教育基本方針並びに重点施策の策定

について 
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・東温市教育委員会が管理する個人情報の保護に関する

要綱の制定について 

・東温市学校事務の共同実施組織における個人情報等管

理規程の一部改正について 

・東温市特別支援巡回相談員設置要綱の一部改正につい

て 

・東温市地域未来塾事業実施要綱の制定について 

・令和５年度東温市教育委員会職員の人事異動について 

・令和５年度東温市スクールガードリーダーの委嘱につ

いて 

・令和５年度東温市特別支援教育アドバイザーの委嘱に

ついて 

・令和５年度東温市特別支援巡回相談員の委嘱について 

・令和５年度学校医・学校歯科医・学校薬剤師・産業医

の委嘱について 

・東温市立図書館協議会委員の委嘱について 

・東温市立歴史民俗資料館協議会委員の委嘱について 

・東温市学校給食にかかる保護者から徴収する金額につ

いて 

（報告） 

・令和５年度教育委員会の主な事業について 

・「東温市子ども・子育て会議条例」の一部改正につい

て 

・「東温市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例」の一部改正につい

て 

・「東温市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例」の一部改正について 

・「東温市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例」の一部改正について 

・「東温市立歴史民俗資料館条例」の一部改正について 

・令和４年度通学路安全対策対応状況について 

・教育委員会共催・後援事業について 

・要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

・いじめ・不登校の状況について 
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 3  その他の活動  

１．研究会等 

○ 学校評価報告会 

 

２．学校等行事への出席 

○ 小・中学校入学式 

○ 小・中学校卒業式 

○ 教職員着任式、離任式 

○ 小・中学校健全育成協議会 

 

３．社会教育行事への出席 

○ 人権講座 

○ 人権ゼミナール 

 

４．学校給食センター行事への出席 

○ ふれあいスクールランチコンテスト'22 IN 東温 

 

５．学校等視察訪問 

○ 中予教育事務所・東温市教育委員会合同学校訪問



 

 


